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要旨

社会データ分析入門の授業では,Moodle上 に授業教材と小テストを作成し活用 している。Moodleで

は履修者のアクセスログを記録してお り,担当教員は授業教材や小テストの利用状況を常時閲覧できる。

本稿ではアクセスログをダウンロー ドしてエクセルを用いて集計し分析を行った。その結果Moodle上

の授業教材へのアクセス数と小テス トにはかなり強い相関関係が認められ,履 修者の学習効果に対して

相乗効果をもたらしていることが明らかになった。また授業時間以外のアクセスログの分析と小テス ト

の結果からは,あ る程度の相関関係があることが分かり,作成 した授業教材と小テス トを適切に組み合

わせて活用すると,予 習復習などの自学自習にも効果があることを検証した。

キ ー ワ ー ド:ア ク セ ス ロ グ,Moodle,e-learning,学 習 管 理,デ ー タ 分 析

1.は じ め に

筆者 が担 当 して い る社 会デ ー タ分 析 入

門の授業 では,2009年 か ら授業教材 をブ ラ

ウザ で閲覧 で きる ウエ ブペ ー ジ形 式 の コ

ンテ ン ツに作成 し,学 習 管理 シス テ ムの

Moodleか ら履 修者 が使用 で き るよ うに し

てい る。毎回の授 業教材 として使用 してい

るほか,予 習復習で活用す るために履修者

向け に学外 か ら もア クセ ス で き る よ うに

公 開 してい る。 これ までの社会 デー タ分析

入 門の授業 にお けるMoodleシ ステム導入

の効果 として,教 員側 としては教材 の更新

が しやす くな り,学 生 の出欠管理や小 テス

トの実 施 が容 易 にな るな どが あげ られ る。

また小 テ ス トに関す る授 業 評価 ア ンケー

トの結果 か らは,履 修者 の授 業評価 が 向上

す るな どの一定の成果が得 られ ている1)。

しか し小 テス トの実施結果 か らは,学 習意

欲 が乏 しい と思 われ る得 点 の低 い 層 が依

然 と して 存在 してお り今 後 に課 題 を残 し

ている。

本稿 ではMoodle上 で提供 してい る授業

教材 コンテ ン ツの ア クセ ス ログ と小 テ ス

トにお け る履 修者 の得 点 の平均 を分析 し

た結果,こ れ らが強い相 関関係 にあ るこ と

か ら学 習効 果 に対 して相 乗 効果 を もた ら

している ことを検証す る。また授 業時間以

外 の ア ク セ ス ロ グ を分 析 す る こ とで,

e-learningシ ステ ム導入 目的 のひ とつ と
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考え られてい る予習復習な どの自学 自習

に役立っているかどうかを検証する。

2.授 業教材 とMoodleの 概 要

本稿 ではMoodle上 に公 開 した授業 教材

の 学習 効果 を検 証 す るこ とが 目的 で あ る

が,Moodle上 では様 々な形式 で教材 を用意

す るこ とが可能 になってい るこ とか ら,教

材 の作 り方,授 業 にお ける使 い方,履 修 者

への指示 内容 ,小 テ ス トの実施 方法,期 末

レポー ト課題 な ども,履 修 者のMoodle上

の授業 教材 への アクセ スに影響 を与 え る。

そのた め,本 稿で対象 としている社会 デー

タ分析入 門の授業教材 の構 成 と,Moodleの

機 能 の うち授業 と関連 の深 い もの を取 り

上 げてお く。

また授 業 で はデ ー タ収集 と閲 覧 の ツー

ル としてブラ ウザを活 用 し,デ ータ分析 の

ツール としてはエ クセル を活用 してい る。

いずれ も授業 ではMoodleと 同 じよ うに重

要 な役割 を果 た してい る。厳密 に授業 全体

の学習効果 を考 える場 合 には,ブ ラウザや

エ クセ ル も検証 の対 象 に加 え る必 要 が あ

るが,本 稿 では主にMoodle上 の ウエブペ

ー ジ形 式 の授 業 教材 と小 テ ス ト機 能 を分

析の対象 としている。

2.1授 業教材 と小テ ス トの概 要

社会データ分析入門の授業教材は,以 前

か ら使っていた冊子体の教科書 を編集 し

なお して,ブ ラ ウザ で閲覧でき るコンテ ン

ツ として2008年 に開発 し,主 に授 業 中に

ブ ラ ウザ で履 修者 が閲 覧す る形 式 で運 用

していた。2009年 か らは学 内にMoodleが

導入 され た ことに伴い,小 テス トを加 えて

Moodleか ら利用 できる よ うに してい る。学

内のパ ソコン な らば ど こか らで も閲 覧 で

きる状態 で運 用 されてお り,ま た 自宅か ら

もイ ンターネ ッ トを使 っ て大学 にア クセ

スできる環境 があれ ば,学 内 と同様 に授業

教材 の閲覧 を行 える よ うに設 定 してい る。

授業教材 の内容 は,エ クセル を使 った統

計学 の基礎理論 の学習 になって いる。 コン

テ ンツの 内容 は大 学 の授 業 半期 分 に対 応

してお り14章 で構成 してい る。 エ クセル

の操作方法,度 数 分布,グ ラフ作成,移 動

平均,分 散,標 準偏差,相 関分析,ク ロス

表,乱 数 とシ ミュ レー シ ョン,条 件判 断,

デー タベ ース機 能,ア ンケー ト集 計な どを

中心に,社 会デー タ分析 に必 要な統計理論

の基礎 的手法 を学習す る。本 文 中に は統計

理論 の概説 のほかに,エ クセルの操作方法

につい て順 番 を追 い なが ら文 章で解説 し,

必要 な画 面のサ ンプル も記載 している。従

ってある程度 エ クセルの経験 があれ ば,授

業 教材 を読み なが ら一人 で も進 め られ る

よ うになってい る。

小テ ス トは基本 的 に各章 ご とに10問 ず

つ作成 した。質 問の形式 は正 しい もの を選

ぶ もの,間 違 った ものを選 ぶ もの,カ ッコ

の 中に適切 な用語 を埋 め るた めの 選択 肢

を選ぶ もの,計 算結果 が正 しい もの を選ぶ
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ものなどを混在 させて作成 した。小テス ト

は履修者 の授業 内容の理解を確認す るこ

とを目的に作成 してお り,Moodle上 の授業

教材のなかから作成 している。ひとつの章

の学習が終 わると翌週の授業 の開始時 に

小テス トを実施することを想定 している。

2.2Moodleの 概 要

Moodleは オ ープ ン ソー スの学 習管 理 シ

ステ ム(LMS:LearningManagementSystem)

で あ る 。 オ ー ス ト ラ リ ア のMartin

Dougiamasが 開発 して以来,多 くの協 力者

が 開発 コ ミュニテ ィに参加 してお り,無 償

で提供 され ている。多言語 に対応 してい る

こ とや 運用 環境 の構 築 が比較 的 や りや す

い こ とな どか ら多 くの 国々 で使 われ る よ

うになった。実際 に活用 している組織 も極

めて多 く2),愛 知大学 でも2009年 度 か ら本

格的 に導入 が行 われ,実 際の授業 で使 われ

てい る。本稿 では数 多 くあ るMoodleの 機

能の うち,教 材の閲覧 と小 テス ト,お よび

ア クセ ス ログを中心に活 用 してい る。

2.3学 習履歴 管理 とアクセス ログ

e-learningの アクセ ス履歴 の活 用や 学

習効 果 の評 価 につ い て の研 究 には 生 目田

(2005)4>や 糟谷(2010)3)な どが ある。Moodle

の学習管理機能 で も,Moodle上 に作成 した

コース(科 目に相 当す る)参 加者 の学習履

歴 を記録 している。 た とえばMoodleの 画

面 に は管理 ブ ロ ックの レポー トとい うペ

ー ジがあ り,そ のなかには履修者 の授 業教

材 な どの リソースへのア クセ ス時刻(最 終

閲覧 時刻)や,接 続 したパ ソコンのIPア

ドレス,参 加 者 の名称,Moodleの どの機能

を使 ったか とい う操作,参 加者 が閲覧 した

リソー ス(授 業教材)の 見出 しな どがア ク

セ ス ログ と して参 加者 ご とに一 覧 表 の形

式 で記録 され てい る。

また参 加 者 タ ブか らは個別 の活動 レポ

ー トが見 られ るよ うになってお り,ト ピ ッ

ク と して 小テ ス トの名 称 や授 業 教材 の小

見 出 しな どが表 示 され る。小 テス トは受験

して いれ ば評 点 と最 終 閲覧 時刻 が 記録 さ

れ ている。 同 じく トピック と して授 業教材

を閲覧 してい る場合 には,小 見出 しご との

閲 覧回数 と最終 閲覧時刻 が記録 されお り,

閲 覧 していない場 合 は記載 され てい ない。

また小テ ス トを実施 した ときは,管 理ブ ロ

ックの評 定 とい うペ ー ジ に参加 者 の得 点

が記録 され る。

コー ス の管理 者 にな って い る教員 は こ

れ らの アクセ ス ログや 学習 履歴 を常 時見

るこ とがで きるので,参 加者 であ るそれ ぞ

れ の履修者 が,リ ソー ス として登録 され た

授業教材 をいつ読んだか,ま だ読んでい な

い かな どを即座 に知 るこ とができる。 また

小テ ス トが用 意 して ある場合 には,受 験 の

有 無や 評 点 な ど も見 られ る よ うにな っ て

い る。 さ らに時 間の項 目には最 終閲覧 した

時刻 が記載 され,IPア ドレスの項 目を見れ

ば学 内か らアクセス してい るか,あ るい は
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図1:エ クセル に表示 したア クセス ログの例

学外 か らア クセ ス してい るか が分 る よ う

になってい る。

管理 ブ ロ ックか ら閲覧 で き るア クセ ス

ログは,画 面 に表示 して閲覧す る ことがで

きる。 さ らにテ キス トフォーマ ッ ト,エ ク

セル フォーマ ッ ト,ODS(OpenDocument表

計算 フ ァイル)フ ォ._マ ッ トでダ ウン ロー

ドす るこ とができる。今 回は これ らのア ク

セ ス ロ グを ダ ウン ロー ドしてエ クセル を

活用 して集計 を行 った(図1)。

3.授 業教材へのアクセス状況の分析

本稿で分析の対象 としたアクセスログは

2010年 度の春学期に行った授業で収集 した

ものである。授業の目標は身の回 りのいろ

いろな現象を数理的に捉える統計学的な分

析方法の基礎を学ぶ ことにあ り,公 開 され

たさまざまな統計やアンケー トなどのデー

タを使い,表 計算 ソフ トに組み込まれてい

る関数の使い方を学習 しなが ら,デ ータ分

析の入門的な手法を学ぶことにある。授業

はエクセルの実習を含めた演習の形態を取

ってお り,3学 部共通の選択科 目の一つにな

っている。

毎回の授業ではウエブページ形式の授

業教材を,教 材提示装置を使って教室のモ

ニタに表示 しなが ら理論の解説を行 う。次

にパ ソコンの画面でエクセルのワークシ

ー トの操作を示 しなが ら
,理 論を実践する

とい うや り方で進め,必 要に応 じて黒板へ

の板書 も併用 した。授業教材はMoodleか

らリソース として履修者 のパ ソコン上で

も閲覧できるように してお り,授 業時間以

外や学外か らも常時閲覧す ることができ

るので,予 習や復習にも活用することがで
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総アクセス数と授業時間以外のアクセス数
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図2:授 業期 間中の総 アクセス数 と授 業時 間以外 のアクセス数

(4.月12日 か ら7月31日 まで111日)

きる。また授業を欠席 したときには自学自

習用 としても利用可能である。

3.1授 業期 間全体 のアクセス状況

2010年 度春 学期 の社会 デー タ分析 入 門

の最初 の授業 は4月12日 に始 ま り,最 後

の授 業 は7.月19日 で あった。授業 は全部

で14回 行 い,履 修登録者数 は60人 であ っ

た。 ア クセ ス ログは最 初 の 日か ら集計 し,

学期末 のほ うは7月28日 に レポー ト提 出

を締 め切 ったあ と,8月7日 まで収集 した

が,8,月 に入 ってか らの アクセ スは1日 か

ら4日 まで は皆無 であ り,8月5日 に3件

あった。 そのため分析 の対象 は7月31日

まで とした。

上記 の期 間 中 にお け る毎 日のア クセ ス

数 を折れ線 グ ラフに表 した(図2)。Moodle

上 の授 業教 材 を毎 回の授 業 で使 って い る

ため,7月19日 までのグ ラフの折れ線の 山

が高 くなってい るところは,す べて社会デ

ー タ分析 の授 業 を行 ってい る 日であ り
,授

業 中の アクセ ス が多 か った こ とを示 して

い る。ア クセ ス数 に差 があ るのは授 業の進

め方,小 テ ス トの有無 授業 中に指示 した

章 末課 題 の提 出な どが影 響 してい る もの

と思 われ る。 ア クセス数 は7月28日 の レ

ポー ト締切 日以後 は急激 に減少 してい る。

授業 は7月19日 が最後 であったので,

この 日は レポー ト提 出の指示 を行 った。 そ

のた め この 日以 降 は レポー ト作 成 の た め

に授 業 教材 を参 考 に しよ うと して ア クセ

スがあった もの と思われ る。授 業期間 中の

総 アクセ ス数 は18,780回 で あ り,1日 平均
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は334.5回 で あ っ た 。

3.2授 業 時間以外 のアクセス状況

次に総 アクセス数 の うち,授 業 時間以外

に どの程度 のアクセスがあったか を調べ て

みた。

表1:総 ア クセス数 ・授 業時 間内アクセ ス ・

授 業時 間以外 アクセ スの比較

合計 1日 平均

総アクセス数 18,730 334.5

授業時間内 14,861 133.9

授業時間以外 3,869 34.9

当該の授業 時間は3時 限に開講 し,13時

20分 か ら14時50分 までである。

この授 業 時 間帯 以外 にあ っ たア クセ ス

だ けを集計 し,授 業時 間帯以外 のア クセス

の状況 を調べ た。授業 開始の4月12日 か

ら7.月31日 までの111日 間の平均 を とっ

てみ る と,授 業時 間以外 のアクセスは1日

当た り34.9件 のアクセス数 となった(表1)。

また グ ラ フを見 る と授 業 日以 外 の ア ク

セスで は5.月 末まで ほぼ アクセ スがない こ

とが見 て取れ る。 この授業 時間以外 にア ク

セ ス がな い状 態 は授 業 の進度 とも関係 が

あ り,5月 上旬まで は小テ ス トの準備 が整

わず,小 テス トの実施 ができなかったのが

原因の一つ と思 われ る(図1)。

さ らに学期 の後 半以 降 を 見 る と授 業 時

間外 のア クセスが増加 す る傾 向にあ るが,

学 期 の 中 ごろか ら後 半 に か けて は小 テ ス

トの実施 がスムーズ にな り,履 修者 も小テ

ス トの対 策 が立 てや す くなっ た こ との影

響 が出てい ると思われ る。学期 の前半 は授

業 時 間以 外 に全 くア クセ スの ない 日が多

く,4.月 下旬か ら5.月 上旬にか けて の ゴー

ル デ ンウ ィー ク中 は まっ た くア クセ ス が

なかった。

またMoodleに 記録 され たアクセス ログ

を見る と,授 業 と同 じ日の授 業時間以外 に

ア クセ ス してい る傾 向が強 い こ とが 見 て

取れ,授 業 日に大学 にきた ときに集 中的 に

Moodle上 の授 業教材 にア クセ スす る傾 向

が見 られ る。 ログか らアクセス した時刻 を

見 る と,授 業 の開始 の数分前 か ら授 業開始

にかけてアクセスが増加 してい た。 これ は

授業 開始 の最初 に小テ ス トを行 っ てお り,

そ の た めの準備 に早 めに ア クセ ス して い

る状況 が見て取れ る。

3.3個 人別ア クセ ス状況

全 体 の ア クセ ス ログ か ら個 人 別 の ア ク

セ ス数 を集計 した ところ,授 業期間 を通 し

た平均 は306.7回,分 散 は18579.0,標 準

偏差 は136.3と な り,ア クセス数 の最高 は

812回 で,最 低 は5回 であ ることか ら,非

常 に分散 が大 きい ことが分 かる(表2)。

これ は履 修 取消 が あ りほ とん どア クセ

ス してい な い場合 が あっ た こ とも原 因 で

ある。また個人別総 アクセス数 の度数分布

を作成 してみ ると300～350回 のア クセ ス
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が最 も多 く,こ れ らの近辺 に履修者 が集 中

してい るこ とが分 か る(図3,図4)。

教 室 の授 業 では 教材 提 示装 置 の学 生 用

モニ タに も,Moodleの 授業教材 が表示 され

図3:履 修者 別 アクセ ス数

図4:総 ア クセス数 の ヒス トグ ラム

表2:個 人別 アクセ スの平均,

分散,標 準偏 差

平均 306.7

分散 18579.0

標準偏差 136.3

るので,履 修者 のなかには 自分で授 業教材

をブラ ウザに表 示 しないで,教 材 提示用 の

モ ニ タ を見 なが ら学 習 して い る者 が い る

こ とも,分 散 の値 が大 きい ことに若干関係

している と思われ る。パ ソコンの画面の大

き さには限界 があ るので,自 分のモニ タに

エ クセル とMoodleの 授業教材 の両方 を表

示 させ る と,エ クセル の画 面操 作が しに く

い場合 があ るので,Moodleの 画面 を自分 で

開きたが らない原 因の一つ と思 われ る。

3.4学 内 と学外 か らのア クセス状況

Moodle上 の授 業 教材 は学外 か らも閲 覧

できる よ うに してい るた め,イ ンターネ ッ

トに接 続 で き る環 境 が あれ ば どこか らで

もアクセ スが可能で ある。アクセス ログか

ら192.168で 始 まる学内のIPア ドレス と,

これ以外 で始 ま るIPア ドレス を別々 に集

計 した ところ,97%は 学内のパ ソコンか ら

のアクセ スになってお り,学 外か らのア ク

セ スはわず かに3%で あった。

履修者 の数 では21人 が学外 か らア クセ

ス してお り,最 多は48回 であった。今 回

図5:学 内 と学外 か らのアクセス
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は最後の レポー ト以外は授業時間のなか

で完結するように授業を進めたことが,学

外か らのアクセス数が少 ないこ とに影響

しているものと思われる(図5)。

4.小 テス ト効果 の分析

授業全体の中で授業 の理解度 を確認す

るために,授 業教材から作成 した小テス ト

を行 う計画を立て,小 テス トを実施する場

合には前の週 に履修者に周知す るよ うに

した。小テス トはひ とつの章が終わるごと

に,翌 週の授業開始時に実施す ることにし

て,春 学期の間に全部で7回 実施 した。授

業開始 と同時に小テス トを 自動で開始 し,

10分 で終了するように時刻 の設定お こな

い,10分 のなかで各自の回答制限時間を7

分 とした。これ らの設定は遅刻者への対応

やパ ソコンへの ログオ ンに若干の時間が

かかることを想定 して行った。

問題は10問 のなかか らランダムに5問

出題する多肢選択式の設定にし,そ れぞれ

の問題の中で選択肢 もランダムに表示 さ

れるようにした。従って隣 り合わせの履修

者同士で も異なる問題が出題 され るこ と

が多い。前年に小テス トの予備実験を行っ

た ところ,複 数回答を認めると試行錯誤で

何回 も回答 を行っている うちに全問正解

になる場合が多いことがわか り,履 修者 ア

ンケー トの回答には小テス トが簡単だ と

い う意見も見られた。そのため授業に参加

した り教材 を読んだ りさせ るこ とを前提

に考え,回 答 は1回 だ け送信 を認 める設 定

に し,授 業 の理解度 を把握 す るよ うに試 み

た。1回 の小テ ス トの満 点は10点 満点 とし

て,最 後 に7回 実施 した平均 点 を求 めた。

また小 テス トとは別 に,各 章の最後 に授

業 の テー マ に 関連 した演習 課題 を用 意 し

てお り,各 自がエ クセルを使 って課題 を行

い,結 果 はエ クセル のフ ァイルで提 出 させ

る ことに してい る。学期の最 後 にはま とめ

としてA4で2～3枚 の レポー ト課題 を提 出

させ た。本稿 で分析 の対象に してい るアク

セ ス ログは 上記 の よ うな授 業 の なか で収

集 した ものであ る。

4.1小 テス トの得 点分布

小 テス トを7回 行 った結果 をま とめる と,

平均 は5.4点,分 散は4.0点,標 準偏差 は

2.0点 とい う結果 であった(表3)。

グ ラフを見 ると平均点 が3点 以下 の部分

に,低 得点層 のグル ープが発 生 してい る こ

とが分 か る(図6)。

平均点 が3点 以 下の履 修者6人 の うち,

図6:小 テ ス トの平均 点の分布
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2人 は初 回のみの 出席 で,そ のあ とは履 修

を取 り消 した た め授 業 には 出席 してい な

い。 この グループ には4年 生 が3人 お り授

業全体 にお ける出席 回数 は3～4回 であ っ

た。残 り1名 は3年 生で出席 回数 は12回

で あった。

これ らのグルー フ ぱMoodleを 使 った授

業 を行 っ て もほ とん ど効 果 が ない もの と

思 われ,今 後 に課題 を残 してい る。

表3:小 テス トの平均 ・分散 ・標 準偏 差

小テス トの結果

平均点 5.4

分散 4.0

標準偏差 2.0

高 い グル ー プの 中 に も小 テ ス トの 平均 点

が 中程 度 に留 まっ てい るもの が散 見 され

る分布 となってい る。 ヒス トグ ラムで は個

人 の平均 的な総ア クセス数 は300～350回

付近 にあるが,散 布 図上で も同様 の傾 向に

分布 してい ることが分か る。

個人別総アクセス数と小テストの散布図
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図7:個 人別総 アクセ ス数 と小 テス トの散

布 図

4.2小 テス トと総 アクセ ス数 の相関

Moodle上 に用 意 した授 業教材 の利 用状

況 と学習効果 を調 べ るた めには,個 人別 の

総 ア クセ ス数 と小 テ ス トの 平均 点 との関

係 を調べ る と,あ る程度 どの よ うな効 果が

あった か判 断ができ る。ここでは個 人別 の

総 アクセ ス数 と7回 分の小テ ス トの平均点

の散布 図 を作成 し相 関係 数 を求 め てみた 。

総 ア クセ ス数 には学 内学外 か らの ア ク

セスや 時間外 のアクセス,お よび小 テス ト

への アクセ スを含 んでい る。散布 図を作成

す る と右上 が りの分布 状況が見 られ,相 関

係 数が0.509419と な った こ とか ら,か な

り強い 相 関 関係 があ るこ とが 明 らか に な

った(図7)。 しか しなが ら総 アクセス数 が

0
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図8:学 外からアクセスした履修者のみの総

アクセス数 と小テス トの平均点の散布図

また 学外 か らア クセ ス した履 修者 のみ

の総 ア クセ ス数 と小 テ ス トの平 均 点 との

相 関 関 係 を 調 べ た と こ ろ,相 関係 数 が

O.18118と な りほ とん ど相 関関係 がない こ

とが分 かった(図8)。
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4.3散 布図と平均値による履修者のグル

ープ化

Moodle上 の授 業教材 へ の個人 別総 ア ク

セス数 と小テ ス トの平均値 を使 って,散 布

図 を4つ の グループ に分割 して どの よ うな

特徴が あるかを検討 してみた(図9,表4)。

この よ うな4分 割の方法 は糟谷(2010)が 行

ったMoodleの 学習効果 についての研究3)

や宮地 ほか(2005)の 研 究5)で も行 われ てい

る。 グルー プ1(20人)は 授業教材 に比較

的多 くアクセ ス したグループで,か つ小テ

ス トの平均 点 も比 較 的高 い履 修者 の グル

ー プで ある
。Moodleを 積極 的に活用 した こ

とが小 テ ス トの平 均 点 を上 げ る こ とにつ

なが ってい る可能性 が高い。グループ2(13

人)は 授 業教材 への アクセ スは比較 的少 な

いが,小 テス トの平均点 は比較 的高い グル

ープで
,学 習効率の 良い グルー プ といえ る。

グルー プ3(20人)は 授 業教材へ のア クセ

スが少 な く,小 テス トの平均点 も比較 的低

い グル ー プ と見 な され る。 グルー プ4(7

人)は 授 業教材 へ は平均以 上にアクセス し

てい るが,小 テス トの平均点 が低 いグルー

プ と見 な され,こ の グルー プに該 当す る履

修者 が多 い とシ ステ ム を使 う効 果 が期 待

で きないこ とになる。 グルー プ3の 下位 部

分 とグルー プ4に 該 当す る履修者 には,授

業 内容 の理 解 につ い て追跡 調 査 を行 う必

要が あるか もしれ ない。また平均値 で4区

分 した場合 は,い ずれ の区分 に も該 当す る

デー タが出現す る。 も し理想 的な分布 が あ

るとすれば,グ ラフに追加 したアクセス数

と平均点の交点の近辺に分布す る場合 で

ある。

9.0

8.0

70

婁6°

h5°

嵩4°
点3.O

zo

1.O

o.o

平均点による履修者のグループ化

1

..

◆◆◆

ノ
1グ ループ・ 1・

グループ1
o

・

◆
r,

■

◆
◆

1、 ◆

O

l◆◆◆

a

◆

◆◆1

◆

◆

OI 1

1 Yル ープ3

1グ ループ・ i
◆

『 ◆

oioo

9

2003CJJ

「

400500600

「

700 800900

個人別総アクセス数

図9:平 均値による履修者の散布図上にお

けるグループ化

表4:平 均点による履修者のグループ化

履修者数

グループ1 20

グループ2 13

グループ3 20

グループ4 7

計 60

4.4授 業 時間以 外の ア クセ ス と小 テス ト

の相関

本 稿 が対 象 と して い る社会 デ ー タ分 析

入 門の授業教材 には,学 外 か らもア クセ ス

があった ことは上述 したが,学 外ア クセ ス

は 自宅 か らのア クセ ス で あ り授 業 時 間以

外 のアクセスであ る。e-learningシ ステ ム

を導入す る際には,い つで もどこか らで も

教材 にア クセ ス で き る よ うにす る こ とが
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望 まれ,授 業時間以外 に予習復 習の よ うな

自学 自習 に使 える ことで,講 義補助 の役 割

を果 たせ る こ とが重 要 な要件 のひ とつ に

な ってい る。

そ こで学 内 と学 外 を合 わせ た授 業 時 間

以外の アクセ スが,小 テ ス トの平均 点に関

係 が あるか ど うかを調 べてみた。まず授 業

時 間以 外 の ア クセ ス 数 を集計 して み る と

全部で3,869回 であった。そのなかに未 登

録者 の学籍 番 号 が混 じって い たた め これ

らを削除 し,小 テス トの得点 が記録 されて

い る正規 の登録者 について集計 した。

その結果,授 業時 間外 の総 アクセス数 を

集計す る と3,520回 とな り,一 人平均58.7

回の アクセ ス数 となった。度数 分布 を求 め

てみ る と60%の 履修者 は授業 時間以外 の ア

クセス が50回 以下 であった(図11,表5)。

テ ス トの 平 均 点 の 相 関係 数 を求 め る と

O.306239と な り,あ る程度 の相関関係 が認

め られ る結果 となった(図10)。

授業時間以外のアクセスと小テストの平均点の散布図

授業時 間外アクセスのヒストグラム
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図11:授 業 時間外ア クセス の度数分布

表5:履 修登録者の授業時間以外のアクセ
ス数(学 内外)

回数

総アクセス数 3,520回

一人平均
58.7回

最多アクセス数 243回
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図10:授 業時間以外のアクセスと小テス ト
の平均点の散布図

また授業時間以外に最 も多くアクセス し

た履修者の最高は243回 であ り,小 テス ト

の平均点 も同じ履修者が最高点 となり8.3

点であった。

さらに授業 時間以外のアクセス数 と小

散布図からはアクセス数でみると,50回

前後に分布が集中 している様子が分かる。

アクセスログの全体を見てい くと,こ れ ら

のアクセスは授業 と同じ日に学 内か ら行

われ,授 業の直前に比較的多くアクセス し

ている傾向が見られる。授業の開始直後に

小テス トを実施 していたため,履 修者 はそ

の直前に授業教材にアクセスしたり,小 テ

ス トに遅れない ように教室に来てアクセ

スしたものと思われる。このように授業時

間以外のアクセスと小テス トとの間に,あ

る程度の相関関係があることが分 り,授 業

教材 と小テス トの間には学習効果 を高め

る相乗効果があると言えよう。
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5.ま と め

ここではMoodle上 に用意 した授業教材

とアクセスログを用いて,履 修者の学習効

果の分析を試みた。小テス トと個人別の総

アクセス数の相関では,か なり強い相関関

係があることが明らかになってお り,授 業

教材 と小テス トは学習効果を高 めてい る

と言える。 しか し個人別の学外アクセス数

は,小 テス トの平均点 とは相関関係が認 め

られなかったことから,自 学 自習のための

支援 システ ムとしての 目的は十分に達成

されているとは言い難い。この理由の一つ

に授業時間内において学習の完結 を 目指

した授業教材 の構成になってい ることが

ある。今後は授業教材の改善や,繰 り返 し

活用 できる新たな小テス トの作成な どが

必要 と思われる。また小テス トの平均点の

分布か らは,低 い得点のグループが発生 し

てお り,授 業の進め方や内容など改善すべ

き今後の課題を残 している。

本稿 の対象 である社会デー タ分析入門

の授業では,Moodle上 の授業教材に加えて,

データ分析す るためにエ クセル を毎回使

ってお り,履 修者の学習内容の理解に大き

な影響を与えている。授業の目的はエクセ

ル よりも統計学の基礎理論の理解 にある

が,授 業に与えるエクセルの効果を無視す

ることはできない。従って学習効果をより

詳 しく検討 しようとす るな ら,エ クセルを

加 えた学習効果 の測定が必要になるが今

後の検討課題 としたい。
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